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１ 概要

ブロック図１－１

ＴＢ０２２９はＶｒ４１３１ＣＰＵ、ＳＤＲＡＭ、フラッシュ・メモリ、ＸＴＡＬ発振子、及び電圧レギュ
レータ等を、１４４ｐｉｎ－Ｓ.Ｏ.ＤＩＭＭサイズの基板に実装したＣＰＵモジュールです。

実装の困難なファインピッチ部品を、予め多層基板に組み付けてあるので、基板設計費や基板単価、部品実
装費等を低減することができます。

モジュールは、外部回路Ｉ／Ｆとして、ＰＣＩバスとシステムバスの２つのバスを使用することができます。

ソフトウェアのデバッグ支援のため、ＪＴＡＧポートを利用したＮ－ｗｉｒｅによるデバッグをサポートし
ています。Ｎ－ｗｉｒｅを使用すると、オンボードでフラッシュ・メモリの書き込みを行うことができます。

なお、ＴＢ０２２９はＣＰＵボードとして、単体で使用することはできません。最小構成でも、外部にいく
つかのプルアップ抵抗とリセット回路が必要になります。

特長１－２

１、コアクロック２００ＭＨｚのＣＰＵを使用し、３００MIPS以上の計算性能があります。
２、６４ＭバイトのＳＤＲＡＭ、４Ｍバイトのフラッシュ・メモリを実装しています。（３２ビット幅）
３、低消費電力です。冷却ファン等による熱対策を行う必要がありません。
４、Ｎ－ｗｉｒｅインターフェースを使用し、オンボードでフラッシュメモリの書き込みが出来ます。
５、小型かつ低背になっています。
６、６層の基板を使用し、ノイズに強い面電源パターンを採用しています。
７、３．３Ｖの単電源で使用することができます。

ＣＰＵコアＸＴＡＬ

ＳＤＲＡＭ

６４Ｍバイト

データ幅３２bit

フラッシュ・メモリ

４Ｍバイト

データ幅３２bit

ＣＰＵ

ｕＰＤ３０１３１Ｆ１

（Ｖｒ４１３１）

２００ＭＨｚ

Ｊ

Ｔ

Ａ

Ｇ

電源

３．３Ｖ ＰＣＩバス

システムバス

データ幅１６bit
アドレス空間 ２５６Ｋバイト×２バンク

リセット回路 ３.３Ｖ単一電源

ＧＰＩＯ×６

トラン

シーバ

ＳＩＯ×２

ＣＳＩ

（同期式シリアル）

（３線式）

（ＤＩＯ）
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主要部品１－３

※各部品は同等品を使用する場合があります。

ＣＰＵ
μＰＤ３０１３１Ｆ１

ＣＰＵクロック ２００ＭＨｚ
コア電圧 １．５Ｖ

ＳＤＲＡＭ
ＮＴ５ＳＶ１６Ｍ１６ＡＴ－７５Ｂ（ＮＡＮＹＡ）× ２

フラッシュメモリ
２９ＬＶ１６０Ｂ－９０ＰＦＴＮ（富士通）×２

オプションボード１－４

☆ ＴＢ０２１７ ＪＴＡＧデバッグアダプタ
ＴＢ０２２９にＮ－ｗｉｒｅデバッガを接続するための、アダプタです。
ＪＴＡＧ信号のバッファリングと接続コネクタの変換を行います。

☆ ＴＢ０２１９ 評価用ベースボード
ＴＢ０２２９を評価するためのボードです。
３スロットのＰＣＩバス、ＲＳ２３２ポート、ＤＩＯ、８点ＤＩＰスイッチ、７ＳＥＧＬＥＤ等が実装され
ています。

☆ ＴＢ０２２３ 簡易ＪＴＡＧツール
ＴＢ０２２９のフラッシュメモリに、データを書き込むためのツールです。
パソコンのプリンタポートを使用し、Ｎ－ｗｉｒｅインターフェースを経由してデータの書き込みを行いま
す。
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１－５ 参考文献

☆ ＴＢ０２２９を使用する場合、下記の資料が必要になります。お手元にご用意ください。

１．Ｖｒ４１３１仕様解説書 （ＮＥＣ）
ＣＰＵの機能に関する詳細が記載されています。

２．アプリケーションノート Ｖｒ４０００シリーズ プログラミングガイド （ＮＥＣ）
キャッシュのイニシャル例や、ツールの使用方法等の情報が記載されています。

３．２９ＬＶ１６０ データシート （富士通）
フラッシュ・メモリのデータシートです。
フラッシュ・メモリの消去／書き込み等に関する記述があります。

４．ＮＴ５ＳＶ１６Ｍ１６ＡＴ データシート （ＮＡＮＹＡ）
ＳＤＲＡＭのデータシートです。
ＳＤＲＡＭアクセスのパラメータ設定に必要なデータが記載されています。

５．ＭＯ－１９０ドキュメント（ＪＥＤＥＣ）
基板寸法について記載されています。

６．５４１４４－１４４０データシート（ＭＯＬＥＸ）
コネクタのフットパターンに関する記述があります。
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２ 仕様

機能仕様２－１

ＳＤＲＡＭ： ６４Ｍバイト（３２ｂｉｔ幅アクセス）
フラッシュメモリ： ４Ｍバイト（３２ｂｉｔ幅アクセス） 書き換え回数：１００、０００回以上
シリアルＩ／Ｆ： ２チャネル（３線式）
パラレルＩ／Ｆ： ６本（ＧＰＩＯ）
ＰＣＩバス： ３２ｂｉｔ、３.３Ｖ。３スロットサポート。
システムバス： アドレス空間 ２５６Ｋバイト×２バンク

データ幅 １６ｂｉｔ
ＤＭＡ： ＣＰＵ内蔵 １チャネル（Ｉ／Ｏ空間ｔｏＲＡＭ間のみ）
タイマ： ＣＰＵ内蔵 ＲＴＣ、ＴＩＣＫＥＲ×３
ＬＥＤ： ＬＥＤＵにより点灯、消灯制御
ＣＳＩ： １チャネル
ＪＴＡＧ： 別売のアダプターを介し、Ｎ－ｗｉｒｅによるデバッグをサポート

☆ＣＰＵに含まれる機能の内、サポートされないもの

ＦＩＲ： ＦＩＲ機能はサポートしません。
ＧＰＩＯの一部： ＧＰＩＯは６本のみサポートしています。
システムバス： システムバスの空間に制限があります。

２５６Ｋバイト×２バンクのアドレスになっています。
ＳＩＯの制御線： シリアル通信の制御線はサポートしていません。

（ＳＩＵ、ＤＳＩＵ共）

☆クロック系

ＰＣｌｏｃｋ １９９．１ＭＨｚ（ＣＰＵコアクロック）
ＶＴＣｌｏｃｋ ３９．８ＭＨｚ～９９．５ＭＨｚ（ＳＤＲＡＭクロック）

ＰＣＩＣＬＫ（ＶＴＣｌｏｃｋ ＝ ９９．５ＭＨｚ）
２４．９ＭＨｚ、３３．２ＭＨｚ

ＰＣＩＣＬＫ（ＶＴＣｌｏｃｋ ＝ ６６．４ＭＨｚ）
１６．６ＭＨｚ、２２．１ＭＨｚ、３３．２ＭＨｚ

ＰＣＩＣＬＫ（ＶＴＣｌｏｃｋ ＝ ４９．８ＭＨｚ）
１２．４ＭＨｚ、１６．６ＭＨｚ、２４．９ＭＨｚ

２－２ 物理仕様

寸法： ６７.６０㎜ × ３６.７５㎜
厚さ： ４.５㎜
重量： ９.５ｇ
動作温度： ０～５０℃
保存温度： －２０～７０℃
動作環境： 結露しないこと。

電源電圧： ３.３Ｖ単一
（ＣＰＵコア電圧１.８Ｖ）

電源電流：

動作時 ２００ｍＡ（ＭＡＸ）
外部負荷 ＰＣＩバス、システムバス、ＳＩＯ、ＣＳＩ 各３０ｐＦ
ＧＰＩＯ全入力、ＬＥＤ消灯

ハイバネーション時 ２ｍＡ以下
ＲＴＣ、ＳＤＲＡＭのみ動作
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３ 外形

ｆｒｏｎｔ ｓｉｄｅ

端子位置は１４４ｐｉｎ－Ｓ.Ｏ.ＤＩＭＭ（３.３Ｖタイプ）とコンパチブルです。
端子間隔は０.８㎜です。

板厚 ： １ｍｍ
適合コネクタ ： ５４１４４－１４４０（ＭＯＬＥＸ）

ＴＢ０２２９は３．３Ｖ－ＳＯ．ＤＩＭＭ用のコネクタを使用します。
エッジコネクタ処理 ： 金フラッシュ

ＣＰＵが実装されている面がおもて面です。（ソケットに実装時、上側になります。）
エッジコネクタは、おもて面に奇数ピン、裏面に偶数ピンが割り振られています。

67.60

29.00 37.10



- 6 -

４ ピン番号

☆エッジコネクタのピン番号です。

ピン番号 信号名 ピン番号 信号名

１ ＶＳＳ ３１ ＤＱＭ１＃

２ ＶＳＳ ３２ ＤＱＭ０＃

３ ＧＰＩＯ３ ３３ ＩＯＲＤＹ

４ ＧＰＩＯ２ ３４ ＧＰＩＯ６

５ ＧＰＩＯ１３ ３５ ＶＳＳ

６ ＧＰＩＯ８ ３６ ＶＳＳ

７ ＡＤＤ１７ ３７ ＲＤ＃

８ ＡＤＤ１６ ３８ ＷＲ＃

９ ＡＤＤ１５ ３９ ＩＯＣＳ１＃

１０ ＡＤＤ１４ ４０ ＩＯＣＳ０＃

１１ ＲＦＵ（ＶＣＣ） ４１ ＤＡＴＡ１５

１２ ＲＦＵ（ＶＣＣ） ４２ ＤＡＴＡ１４

１３ ＡＤＤ１３ ４３ ＤＡＴＡ１３

１４ ＡＤＤ１２ ４４ ＤＡＴＡ１２

１５ ＡＤＤ１１ ４５ ＶＣＣ

１６ ＡＤＤ１０ ４６ ＶＣＣ

１７ ＡＤＤ９ ４７ ＤＡＴＡ１１

１８ ＡＤＤ８ ４８ ＤＡＴＡ１０

１９ ＡＤＤ７ ４９ ＤＡＴＡ９

２０ ＡＤＤ６ ５０ ＤＡＴＡ８

２１ ＶＳＳ ５１ ＤＡＴＡ７

２２ ＶＳＳ ５２ ＤＡＴＡ６

２３ ＡＤＤ５ ５３ ＤＡＴＡ５

２４ ＡＤＤ４ ５４ ＤＡＴＡ４

２５ ＡＤＤ３ ５５ ＶＳＳ

２６ ＡＤＤ２ ５６ ＶＳＳ

２７ ＶＣＣ ５７ ＤＡＴＡ３

２８ ＶＣＣ ５８ ＤＡＴＡ２

２９ ＡＤＤ１ ５９ ＤＡＴＡ１

３０ ＧＰＩＯ４ ６０ ＤＡＴＡ０
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ピン番号 信号名 ピン番号 信号名

６１ ＣＬＫ＿ＲＵＮ ９１ ＶＳＳ

６２ ＰＣＩＣＬＫ ９２ ＶＳＳ

６３ ＶＣＣ ９３ ＡＤ９

６４ ＶＣＣ ９４ ＡＤ８

６５ ＡＤ３１ ９５ ＡＤ７

６６ ＡＤ３０ ９６ ＡＤ６

６７ ＡＤ２９ ９７ ＡＤ５

６８ ＡＤ２８ ９８ ＡＤ４

６９ ＡＤ２７ ９９ ＡＤ３

７０ ＡＤ２６ １００ ＡＤ２

７１ ＡＤ２５ １０１ ＶＣＣ

７２ ＡＤ２４ １０２ ＶＣＣ

７３ ＡＤ２３ １０３ ＡＤ１

７４ ＡＤ２２ １０４ ＡＤ０

７５ ＶＳＳ １０５ ＣＢＥ３

７６ ＶＳＳ １０６ ＣＢＥ２

７７ ＡＤ２１ １０７ ＶＳＳ

７８ ＡＤ２０ １０８ ＶＳＳ

７９ ＡＤ１９ １０９ ＣＢＥ１

８０ ＡＤ１８ １１０ ＣＢＥ０

８１ ＶＣＣ １１１ ＤＥＶＳＥＬ＃

８２ ＶＣＣ １１２ ＦＲＡＭＥ＃

８３ ＡＤ１７ １１３ ＩＲＤＹ＃

８４ ＡＤ１６ １１４ ＬＯＣＫ＃

８５ ＡＤ１５ １１５ ＰＡＲ

８６ ＡＤ１４ １１６ ＰＥＲＲ＃

８７ ＡＤ１３ １１７ ＳＴＯＰ＃

８８ ＡＤ１２ １１８ ＳＥＲＲ＃

８９ ＡＤ１１ １１９ ＶＳＳ

９０ ＡＤ１０ １２０ ＶＳＳ
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ピン番号 信号名

１２１ ＴＲＤＹ＃

１２２ ＲＳＴ＃

１２３ ＲＥＱ２＃

１２４ ＧＮＴ２＃

１２５ ＲＥＱ１＃

１２６ ＧＮＴ１＃

１２７ ＲＥＱ０＃

１２８ ＧＮＴ０＃

１２９ ＶＣＣ

１３０ ＶＣＣ

１３１ ＴｘＤ

１３２ ＤＤＯＵＴ

１３３ ＲｘＤ

１３４ ＤＤＩＮ

１３５ ＢＡＴＴＩＮＴ＃

１３６ ＭＰＯＷＥＲ

１３７ ＲＳＴＳＷ＃

１３８ ＰＯＷＥＲ

１３９ ＶＳＳ

１４０ ＶＳＳ

１４１ ＲＴＣＲＳＴ＃

１４２ ＳＥＣＬＫ

１４３ ＳＩＮ

１４４ ＳＯＵＴ



- 9 -

５ 端子機能

☆信号を使用する場合の注意点のみ記載してあります。機能の詳細に関しては、ＣＰＵのマニュアルを参照
してください。
信号の方向はモジュールを基点としています。モジュールから出力される信号を「出力」モジュールに入力
する信号を「入力」と記述しています。
プルアップ／プルダウン抵抗の値は、ハードウェアの条件により変化する場合があります。負荷等の要素を
考慮して、抵抗値を決めてください。

信号 方向 機能

入力 リセット信号入力ピンです。電源投入時にＬレベルに駆動してください。RTCRST#

入力 リセットスイッチ信号入力です。Ｌレベルに駆動すると、ＣＰＵをリセットするRSTSW#
ことができます。

出力 ＣＰＵの起動信号です。 ＣＰＵが起動した時に、Ｈレベルに駆動されます。POWER

入力 ＣＰＵのBATTINT#/BATTINH#信号です。BATTINT#
ＣＰＵのマニュアルでは、バッテリーモニタインターフェースとして使用するこ
とが想定されていますが、バッテリーを使用しないアプリケーションでは、ＮＭＩ
入力ピンとして使用することができます。
この信号を使用しない場合は、モジュールの電源にプルアップしてください。BAT
TINT#ピンがＬレベルになっていると、ＣＰＵが起動しません。

出力 ＣＰＵが動作している時にＨレベルになります。ハイバネーションモード時にはMPOWER
Ｌレベルになるため、MPOWER信号を使用して、バッテリーバックアップ時の電源制
御を行うことができます。

入力 ＣＳＩ（同期式シリアルインターフェース）のデータ入力ピンです。SIN

出力 ＣＳＩのデータ出力ピンです。SOUT

出力 ＣＳＩのクロック出力ピンです。SECLK

出力 ＣＰＵのTxD/CLKSEL2信号です。ＳＩＵ（シリアルインターフェース）のデータ出TxD
力ピンになっています。
このピンはＣＰＵクロックの設定のために、１００ＫΩでプルアップされていま
す。（プルダウン処理はしないでください。）

入力 ＳＩＵのデータ入力ピンです。RxD

出力 ＣＰＵのDDOUT/DBUS32信号です。ＤＳＩＵ（デバッグシリアルインターフェーDDOUT
ス）のデータ出力ピンになっています。
このピンはＣＰＵバス幅を３２ビットに設定するために、モジュールの電源にプ
ルアップする必要があります。（１００ＫΩ程度）

入力 ＤＳＩＵのデータ入力ピンです。DDIN
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信号 方向 機能

入力／ 汎用入出力端子です。割り込み入力端子として使用することもできます。使用しGPIOn
出力 ないＧＰＩＯ信号は出力に設定し、任意のレベルを出力してください。

ＧＰＩＯ２、３：
起動要因入力として使用することができます。

ＧＰＩＯ６：
ＣＰＵの”ＳＹＳＤＩＲ／ＧＰＩＯ６”信号です。システムバス・データバスバ
ッファの方向制御に使用することができます。
ＲＴＣリセットにより出力に設定（Ｌレベルに駆動）されることに注意してくだ
さい。

ＧＰＩＯ１３：
ＶｒＣ４１７３の割り込み入力端子として使用することが推奨されています。

出力 システムバスのアドレス信号です。ＴＢ０２２９ではアドレス線を１６本（ＡＤADDn
Ｄ１～ＡＤＤ１７）出力しています。
リニアにアドレス可能な容量は２５６Ｋバイトです。（２５６Ｋ×２バンク）
ＡＤＤｎ線はモジュール内メモリのアドレス信号と直結しているため、負荷やノ
イズに対して敏感になっています。そのため、ＡＤＤｎ信号には負荷低減のための
バッファを挿入することを推奨します。
外部の負荷が大きい場合、ＳＤＲＡＭのクロックを高くできない場合がありま
す。
本モジュールはシステムバスを外部マスタに解放しません。外部からＡＤＤｎ線
を駆動することはできません。

入力／ システムバスのデータ信号です。ＴＢ０２２９ではデータ線を１６本のみサポーDATAn
出力 トしています。そのためＩ／Ｏ空間のデータバス幅を１６ビットに設定する必要が
あります。（ＢＣＵＣＮＴＲＥＧ３ ビット７＝０）
ＤＡＴＡｎ線はモジュール内メモリのデータ線と直結しています。メモリのデー
タバスは高速に動作しているので、モジュールと外部Ｉ／Ｏの間にバスバッファを
挿入することが推奨されています。
アドレス線と同様に、外部の負荷が大きい場合、ＳＤＲＡＭのクロックを高く設
定できない場合があります。
バスバッファの方向制御は”ＳＹＳＤＩＲ／ＧＰＩＯ６”信号を使用するか、Ｒ
Ｄ＃、ＩＯＣＳｎ＃信号から作成してください。
データ線のバイト指定はＤＱＭｎ線を使用します。
Ｉ／Ｏ空間への３バイトアクセスは禁止されていることに注意してください。
（アドレスエラー例外が発生します。）
ＤＡＴＡｎ信号については、ピンがフローティングになることを防止するため
に、プルアップ処理を行ってください。（１００ＫΩ程度）

出力 システムバス データ線のバイト指定、及びアクセス幅指定に使用します。DQM0#,
ＤＱＭ線はモジュール内のＳＤＲＡＭインターフェースに直結し、高速に動作しDQM1#
ているため、バッファを介さずに多数のデバイスを接続することはできません。
（ＳＤＲＡＭのアクセスが不安定になることがあります。）

ＤＱＭ０＃：Ｌ、ＤＱＭ１＃：Ｌ → １６ビット幅アクセス
ＤＱＭ０＃：Ｈ、ＤＱＭ１＃：Ｌ → ＤＡＴＡ０～７をアクセス
ＤＱＭ０＃：Ｌ、ＤＱＭ１＃：Ｈ → ＤＡＴＡ８～１５をアクセス
ＤＱＭ０＃：Ｈ、ＤＱＭ１＃：Ｈ → この組み合わせは発生しません。

入力 Ｉ／Ｏ領域をアクセスした場合、Ｌレベルにアサートされるチップ・セレクト信IOCS0#,
号です。IOCS1#
ＴＢ０２２９はＣＰＵのアドレス線を全て出力していないため、Ｉ／Ｏ領域内の
アクセスには、２５６Ｋバイト毎にイメージが発生します。
ＩＯＣＳ信号は、リセット時にＨｉｇｈ－Ｚになるため、プルアップすることを
推奨します。
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信号 方向 機能

入力 Ｉ／Ｏ領域のアクセスに対するアクノリッジ信号です。IORDY
Ｌレベルに駆動することにより、アクセス時間を引き延ばすことができます。
アクセスタイムは、IOnSPEEDREG（ＢＣＵ）の設定と、IORDY線の状態により制御
されます。
この信号を使用しない場合は、モジュールの電源にプルアップしてください。
（１００ＫΩ程度）

出力 リード・ストローブ信号です。RD#
リセット時にＨｉｇｈ－Ｚとなるため、プルアップすることを推奨します。

出力 ライト・ストローブ信号です。WR#
リセット時にＨｉｇｈ－Ｚとなるため、プルアップすることを推奨します。

入力／ ＰＣＩバスのアドレス／信号です。電圧レベルは３.３Ｖです。プルアップ／プルADn
出力 ダウン処理等はしないでください。
ＰＣＩバスを使用しない場合は、オープンにしてください。
ADn線は、ＰＣＩデバイス（スロット）のIDSEL信号としても使用されます。

出力 ＰＣＩバスのコマンド／バイトイネーブル線です。CBE0,
ADn信号と同様に、プルアップ等の処理はしないでください。CBE1,
ＰＣＩバスを使用しない場合は、オープンにしてください。CBE2,

CBE3

出力 ＰＣＩバスのバスクロックです。PCICLK
クロックの周波数は、内部クロックから分周することができます。接続されるＰ
ＣＩデバイスに合わせて設定してください。

入力／ ＰＣＩバスのパリティです。PAR
出力 ADn信号と同じく、プルアップ処理等をしないでください。

入力／ ＰＣＩバスのFRAME#信号です。FRAME
出力 モジュールの電源にプルアップする必要があります。（２.４ＫΩ程度）
ＰＣＩバスを使用しない場合も、１００ＫΩ程度のプルアップ抵抗を付けてくだ
さい。

入力／ ＰＣＩバスのIRDY#信号です。IRDY#
出力 モジュールの電源にプルアップする必要があります。（２.４ＫΩ程度）
ＰＣＩバスを使用しない場合も、１００ＫΩ程度のプルアップ抵抗を付けてくだ
さい。

入力／ ＰＣＩバスのTRDY#信号です。TRDY#
出力 モジュールの電源にプルアップする必要があります。（２.４ＫΩ程度）
ＰＣＩバスを使用しない場合も、１００ＫΩ程度のプルアップ抵抗を付けてくだ
さい。
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信号 方向 機能

入力／ ＰＣＩバスのSTOP#信号です。STOP#
出力 モジュールの電源にプルアップする必要があります。（２．４ＫΩ程度）
ＰＣＩバスを使用しない場合も、１００ＫΩ程度のプルアップ抵抗を付けてくだ
さい。

入力／ ＰＣＩバスのLOCK#信号です。LOCK#
出力 モジュールの電源にプルアップする必要があります。（２．４ＫΩ程度）
ＰＣＩバスを使用しない場合も、１００ＫΩ程度のプルアップ抵抗を付けてくだ
さい。

入力／ ＰＣＩバスのSERR#信号です。SERR#
出力 モジュールの電源にプルアップする必要があります。（２．４ＫΩ程度）
ＰＣＩバスを使用しない場合も、１００ＫΩ程度のプルアップ抵抗を付けてくだ
さい。

入力／ ＰＣＩバスのPERR#信号です。PERR#
出力 モジュールの電源にプルアップする必要があります。（２．４ＫΩ程度）
ＰＣＩバスを使用しない場合も、１００ＫΩ程度のプルアップ抵抗を付けてくだ
さい。

入力／ ＰＣＩバスのDEVSEL#信号です。DEVSEL#
出力 モジュールの電源にプルアップする必要があります。（２．４ＫΩ程度）
ＰＣＩバスを使用しない場合も、１００ＫΩ程度のプルアップ抵抗を付けてくだ
さい。
Ｖｒ４１２２はスペシャルサイクルをサポートしていません。

出力 ＰＣＩバスのRST#信号です。RST#

入力／ ＰＣＩバスのクロック停止アービトレーションに使用される信号です。CLK_RUN#
出力 バスに接続されているＰＣＩデバイスの全てが、CLK_RUN#信号（機能）をサポー
トしている場合にのみ、アービトレーションを行うことができます。

入力 ＰＣＩバスのREQ#信号です。REQ0#,
ＰＣＩデバイス（スロット）のREQ#信号に接続します。REQ1#,
REQn#信号は、２．４ＫΩ程度でモジュールの電源にプルアップする必要がありまREQ2#
す。
Ｖｒ４１２２は、４リクエストのＰＣＩバスアービターを内蔵しているので、外
部に３ヶまでのスロットを持つことができます。

出力 ＰＣＩバスのACK#信号です。ACK0#,
ＰＣＩデバイス（スロット）のACK#信号に接続します。ACK1#,

ACK2#
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信号 方向 機能

電源ピンです。VCC
全てのＶＣＣ端子に３．３Ｖの安定化された電源を供給してください。
ＶＣＣピン２本につき、１０μＦ程度のバイパスコンデンサを１ヶ付加すること
を推奨します。

ＧＮＤピンです。VSS

未使用ピンです。既存基板との互換を保つため、ＶＣＣに接続してください。RFU(VCC)
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６ アドレスマップ

６－１

☆アドレスは物理アドレスです。

フラッシュ・メモリ （バンク１）

ＲＦＵ

ＰＣＩ領域

内部Ｉ／Ｏ領域

ＲＦＵ

システムバス 領域１
（ＩＯＣＳ１）

ＲＦＵ

システムバス 領域２
（ＩＯＣＳ０）

ＲＦＵ

ＳＤＲＡＭ (バンク０)

Ox1FFF FFFF

Ox1FC0 0000
Ox1FBF FFFF

Ox1800 0000
Ox17FF FFFF

Ox1000 0000
Ox0FFF FFFF

Ox0F00 0000
Ox0EFF FFFF

Ox0C04 0000
Ox0C03 FFFF

Ox0C00 0000
Ox0BFF FFFF

Ox0A04 0000
Ox0A03 FFFF

Ox0A00 0000
Ox09FF FFFF

Ox0400 0000
Ox03FF FFFF

Ox0000 0000
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７ 初期化 パラメータ

ＣＰＵは起動後にレジスタのイニシャライズを必要とします。
初期化パラメータはメモリのサイズやクロックにより変化します。また、アプリケーションによっては、パ
ラメータを変更する必要があります。

７－１ コンフィグレジスタ ＣＰ０－１６

リセット直後に設定してください。

下記の設定例は参考値です。必要により変更してください。

設定例

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
IS EC EP AD M16 BP
1 RO RO RO 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
BE CS IC DC IB DB K0
0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

※ ＲＯ：ＲＥＡＤ ＯＮＬＹ

７－２ ステータスレジスタ ＣＰ０－１２

下記の設定例は参考値です。必要により変更してください。

設定例

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
XX CU0 RE DME DS
0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
IM KX SX UX KSU ERL EXL IE

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
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７－３ ＢＣＵ コントロールレジスタ１ 0x0F000000

PAGESIZE : 00
PAGEROM2 : 0
PAGEROM1 : 0
ROMWEN2 : 0
ROMWEN0 : 0
HLDEN : 0

ページＲＯＭは使用していません。
フラッシュ・メモリ・アクセスは、アクセスタイムが長いため、フラッシュ・メモリに書き込みを行うとき
のみ「１」に設定してください。（通常０）
バスホールド機能は使用できません。（端子がコネクタに出力されていません。）

イニシャル時の書き込み値

BCUCNTREG1 = 0000-0000-0000-0000

７－４ ＢＣＵ ＲＯＭサイズレジスタ 0x0F000004

SIZE3 : 001
SIZE2 : 001
SIZE1 : 001
SIZE0 : 001

ＲＯＭ（フラッシュメモリ）の容量は４Ｍバイトです。
バンク１にのみメモリが実装されていますが、他のバンクも同様に設定してください。
イメージの発生を許容できる場合は、４Ｍバイト～６４Ｍバイトの任意の値に設定することができます。

イニシャル時の書き込み値

ROMSIZEREG = 0100-0100-0100-0100

７－５ ＲＯＭ スピードレジスタ 0x0F000006

ROM4_WAIT : 11
ROM2_WAIT : 0001 (4 VTCLK)

ページＲＯＭは使用していません。そのため、ＲＯＭ４＿ＷＡＩＴの設定は意味を持ちません。

ＲＴＣリセット後、ＶＴＣＬＫは３３．２ＭＨｚに設定されます。
フラッシュメモリのアクセスタイムが９０ｎＳなので、４ＶＴＣＬＫ以上に設定してください。
この値は、基板外部のデータバス、アドレスバスの負荷が大きい場合には、引き伸ばす必要があります。

ＶＴＣＬＫの周波数は変更することが可能です。ＶＴＣＬＫを変更する場合は、このレジスタの値も適切な
値に設定してください。

イニシャル時の書き込み値

ROMSPEEDREG = 0011-0000-0000-0001

※ ＶＴＣＬＫ ＝ ９９．５ＭＨｚの場合
ROM2_WAIT = 0110
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７－６ ＢＣＵ コントロールレジスタ３ 0x0F000016

EXT_ROMCS : 00
IO32 : 0
SYSDIR_EN : 0
LCDSEL1 : 0
LCDSEL0 : 0

バンク３、バンク２は使用できません。
基板外部のＩ／Ｏ空間データバス幅は１６ビットです。
ＧＰＩＯ６をＳＹＳＤＩＲ＿ＥＮ信号として使用する場合は、ＳＹＳＤＩＲ＿ＥＮビットを１に設定してく
ださい。設定例ではＧＰＩＯ６をバッファの制御信号として使用していません。

イニシャル時の書き込み値
BCUCNTREG3 = 0000-0000-0000-0000

７－７ ＳＤＲＡＭＵ ＳＤＲＡＭ・モード・レジスタ 0x0F000400

ＳＤＲＡＭＵの設定が完了するまで、ＲＡＭを使用することはできません。

SCLK : 1
LTMODE : 011
WT : 1
BL : 001

ＳＤＲＡＭの仕様から、ＣＡＳのレーテンシは３に設定します。

イニシャル時の書き込み値
BCUCNTREG3 = 1000-0000-0011-1001

７－８ ＳＤＲＡＭＵ ＳＤＲＡＭ・コントロール・レジスタ 0x0F000402

ＳＤＲＡＭＵの設定が完了するまで、ＲＡＭを使用することはできません。
ＶＴＣＬＫの周波数を変更した場合は、このレジスタの値も再設定する必要があります。

TRC : 1
TDAL : 010
WT : 1
BL : 001

ＳＤＲＡＭの仕様から、バンクアクティブ／リフレッシュ －＞ バンクアクティブ／リフレッシュ間隔は
６８ｎ秒ｍｉｎなので、ＴＲＣは３ＶＴＣＬＫ以上に設定してください。

ＳＤＲＡＭの仕様から、プリチャージ－アクティブコマンド間隔が２０ｎ秒なので、ＴＤＡＬは２ＶＴＣＬ
ＯＣＫ以上に設定してください。

ＳＤＲＡＭの仕様から、アクティブ－ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥコマンド遅れ時間が２０ｎ秒なので、ＴＲＣＤ
は２ＶＴＣＬＫ以上に設定してください。

イニシャル時の書き込み値
SDRAMCNTREG = 0010-0011-0010-0010

※ ＶＴＣＬＫ＝９９．５ＭＨｚの場合
SDRAMCNTREG = 0010-0110-0011-0011
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７－９ ＳＤＲＡＭＵ ＢＣＵ リフレッシュ・コントロール・レジスタ 0x0F000404

ＳＤＲＡＭＵの設定が完了するまで、ＲＡＭを使用することはできません。
ＶＴＣＬＫの周波数を変更した場合は、このレジスタの値も再設定する必要があります。

BRF : 206

ＳＤＲＡＭの仕様から、リフレッシュは４０９６／６４ｍ秒です。
ＶＴＣＬＫの周期（初期値）が３３．２ｎ秒なので、リフレッシュ間隔は５１８ＶＴＣＬＫ以下となります。

イニシャル時の書き込み値
BCURFCNTREG = 0000-0001-0000-0110

※ ＶＴＣＬＫ＝９９．５ＭＨｚの場合
BCURFCNTREG = 0000-0110-0001-1101

７－１０ ＳＤＲＡＭＵ ＲＡＭ・サイズ・レジスタ 0x0F000408

ＳＤＲＡＭＵの設定が完了するまで、ＲＡＭを使用することはできません。

SIZE3 : 101
SIZE2 : 101
SIZE1 : 101
SIZE0 : 101

ＳＤＲＡＭはバンク０にのみ実装されています。
ＳＤＲＡＭの容量は６４Ｍバイトです。

イニシャル時の書き込み値
SDRAMCNTREG = 0101-0101-0101-0101

７－１１ ＣＭＵ クロックマスクレジスタ・レジスタ 0x0F000060

MSKPCIU : 1
MSKSCSI : 1
MSKDSIU : 1
MSKFFIR : 0
MSKSSIU : 1
MSKPCSI : 1
MSKPFIR : 1
MSKPSIU : 1

設定例ではＴＢ０２２９で使用可能なＩ／Ｏに全てクロックを供給しています。
消費電流を考慮し、制御してください。なお、クロックが停止しているユニットは作動しません。

イニシャル時の書き込み値
SDRAMCNTREG = 0011-1001-0110-0010
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７－１２ ＰＭＵ ＰＭＵ・コントロール・レジスタ 0x0F0000C2

GPIOnMSK : 0
GPIOnTRG : 0
PLLOFFEN : 0
HALTIMERRST : 1

ＣＰＵ起動後は４秒以内にＨＡＬＴＩＭＥＲをリセットしてください。

イニシャル時の書き込み値
SDRAMCNTREG = 0000-0000-0000-0110


